
















⑴　A： kuri＝a nau＝mai ssa-n-Ø＝dara＝i.
　 ３SG＝TOP 何＝も 知る-NEG-NPST＝でしょ＝ね
　 「こいつは何も知らないでしょ。」
　　B： nau ! kuri＝a nau＝ju＝mai ssi＋u-Ø-m.



















































定動詞 連体終止形・m語尾終止形 ＋ ＋
意志形・希求形・命令形 ＋ −
副動詞 接続形・条件形など − −
　以下の表２、表３に定動詞の屈折パラダイムを示す。注意すべき点が５つある。
⑷　定動詞には肯定形（表２）と否定形（表３）があり、内部構造が異なる。







Class１ mii -「見る」 Class２ tur -「取る」
形　　式 非過去 過　去 非過去 過　去
連体終止形（語幹-テンス） mii-r mii-tar tur-Ø tur-tar
m語尾終止形（語幹-テンス-ムード） mii-r-m mii-ta-m tur-Ø-m tur-ta-m
表３．定動詞の屈折パラダイム：否定形
Class１ mii -「見る」 Class２ tur -「取る」
形　　式 非過去 過　去 非過去 過　去










































副 動 詞 類 843 33.2%
連 体 終 止 形 1,355 53.3%
m語尾終止形 281 11.1%
非 定 動 詞 類 62 2.4%














⑼　 nnama＝a mii-n-Ø＝suga, pav＝mai juu u-ta-m＝dooi nkjaan＝na.
　　今＝TOP 見る-NEG-NPST＝が 蛇＝も　　よく いる-PST-M＝EMP 昔＝TOP


















⑾　biki＋vcca＝a mai＋par-tar＝ca. tubi-i par-tar＝ca.
　　オス＋うずら＝TOP 舞う＋去る-PST＝とさ 飛ぶ-CVB.SEQ 去る-PST＝とさ











　   「誰も（おまえを）休ませなかったか？ようこ（人名）」
⒀　A： pataki＝mai muci＋u-tar?
  畑＝も 持つ＋PROG-PST
  「（当時は）畑も持っていたの？」
　　B： un-nagi＝n＝na a-Ø-m＝mu?
  そのころ-など＝DAT＝TOP ある-NPST-M＝Q
  「当時はないよ」（lit.「当時はあるだろうか？」）
⒁　A： sjooka＝tii＝ja mmna naugara icinensjee＝mai as-Ø＝dara＝i?
 唱歌＝と＝TOP みんな なんだっけ 一年生＝も する-NPST＝EMP＝ね
 「唱歌といえば、みんな、あの、一年生もした（歌った）んだよね？」
　　B： aai, icinensjee＝ja as-Ø-m＝mu?


















動 作 動 詞 類 22 174
状 態 動 詞 類 70 15






　　B： nau! a-Ø-m＝dooi. kuma＝a ara-da＝ju.






⒃　kaja, kaja! pav-Ø-m＝mju＝tii, mii-tigaa…
 あれ あれ 這う-NPST-M＝EMP＝と 見る-CVB.CND
  「あれ（見て）あれ（見て）！（赤ちゃんが）ハイハイするよ、と（いうので）、見たら」
⒄　hai, pjaa＝sii turi-Ø. kjaari-i par-Ø-m＝ti＝du  asi＋ur-Ø.







⒅　aa＝mai fau-Ø-m＝doo, mata muz-nagi＝mai as-Ø-m＝doo, mata…












⒆　A： zau＝n＝du mmna miz＝nu ai-ba＝du.
　　 門＝DAT＝FOC みんな 水＝NOM ある-CVB.CSL＝EMP
　  「門に水（の入った桶）があるから（何かなと思って）。」
　　B： taru＝mai sn-ta-m＝dara. karjuu＝nu miz＝tii.















動 作 動 詞 類 22 174
状 態 動 詞 類 70 15





⒇　taru-gama! idi-i kuu-Ø＝ti ažži-ba,
 タル-DIM 出る-CVB.SEQ 来る-NPST.IMP＝と 言う-CVB.CSL
 aai! vva＝a vc-Ø-m＝tii ba＝a až-tar.



















動 作 動 詞 類 ③ ①
状 態 動 詞 類 ②






だ。すなわち、聞き手が命題内容の真偽について知らない場合（ e. g. ⑼、 ⒀、 ⒃、 ⒄、 ⒆）













表８．テキストジャンルとm語尾終止形（N： Narrative,  C： conversation）
テキストID N１ N２ N３ N４ N５ N６ C１ C２ 合計
内 　 　 容 物語 物語 物語
料理の
作り方
戦中の話 家族の話 家族 友人
延 べ 語 数 344 662 403 528 2,098 2,022 2,203 3,090 11,351
a. 動詞延べ
語数
66 107 84 71 497 562 489 665 2,541
b. m語尾終止
形の延べ数
0 0 1 2 66 28 72 112 281
出 現 の 割 合 
（b/a）























 語幹 -否定 -テンス  実際に出来上がる形
 mii- -n -Ø  miin「見ない」
 tur.a- -n -Ø  turan「取らない」
　m語尾終止形の非過去の否定
 語幹 -否定 -テンス -m 予測される形① 予測される形②
 mii- -n -Ø -m miinm（実際には見られず） miin











































　aa＝mai fau-Ø-m＝doo, mata muz-nagi＝mai as-Ø-m＝doo, mata…
 粟＝も 食べる-NPST-M＝？ また 麦-など＝も する-NPST-M＝? また
 「粟も食べるでしょう、また麦などもする（作る）でしょう、また…」
　bakamunu ja-tigaa mmja, ganzuu-sa＝mai  
 若者 COP-CVB.CND もう 健康である-NLZ＝も
 a-Ø-m＝doo, pataraki-ba zin＝mai a-Ø-m＝doo…


























































を用いる。さらに、表記はShimoji （ 2008）の音韻表記を用いる（ p, t, k, b, d, g, f, v, s, 
c [ts], z [dz], m, n, ž [ʐ], r [ɾ/ɭ], w, j, a, e, i, o, u）。長音は短音素の連続と解釈する。摩擦
音は語末の際、および子音が後続する際に、同一調音位置の接近音が聞かれることが
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